
(57)【要約】

【課題】　従来の液晶表示装置の反射型においては、外

部が暗くなると光が弱いため、視認性が悪く、また、半

透過型においては、ＥＬからの光が反射部材を通過する

ため、光が減衰して、液晶セルへの照光効率が悪く、表

示が見にくいものであった。

【解決手段】　本発明の照光ユニットは、液晶表示装置

の表示側に配置される導光板８を含み、導光板８は、光

が入射する側面８ａと第１の面部８ｅと第２の面部とか

らなり、第1の面部８ｅは平面からなり、第２の面部は

その断面が不等辺三角形に形成されるプリズム部８ｄを

有し、プリズム部８ｄは、側面８ａから入射する光を出

射すると共に、液晶表示装置側からの光を透過するので

、外周が明るい時は外光により液晶セルの表示を見るこ

とが出来、外周が暗くなると、光源からの光を、正面の

導光板８を通して反射部材に当てるため、光が従来に比

して減衰することがなく、表示の見やすい装置を提供で

きる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 側 に 配 置 さ れ る 導 光 板 を 含 む 照 光 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 導 光 板 は
、 光 が 入 射 す る 側 面 と 、 液 晶 表 示 装 置 に 対 面 す る 第 １ の 面 部 と 、 そ れ と は 反 対 側 の 第 ２ の
面 部 と か ら な り 、 第 1の 面 部 は 、 平 面 か ら な り 、 第 ２ の 面 部 は 、 そ の 断 面 が 不 等 辺 三 角 形
に 形 成 さ れ る プ リ ズ ム 部 を 有 し 、 前 記 プ リ ズ ム 部 は 、 前 記 側 面 か ら 入 射 す る 光 を 前 記 液 晶
表 示 装 置 側 に 出 射 す る と 共 に 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 側 か ら の 光 を 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る
照 光 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 不 等 辺 三 角 形 は 、 前 記 導 光 板 の 前 記 側 面 に 近 い 側 の 角 度 が 遠 い 側 の 角 度 よ り 小 さ い
角 度 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 照 光 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 側 面 か ら 遠 い 側 の 角 度 が ４ ０ ～ ５ ０ 度 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 照 光 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は テ レ ビ ジ ョ ン 、 自 動 車 、 玩 具 等 の 表 示 に 使 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 に 備 え ら れ る
照 光 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 反 射 型 、 半 透 過 型 、 或 い は 透 過 型 の ３ 種 類 の タ イ プ が 存 在 す る
。 そ し て 、 従 来 の 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル ２ １ が 、 上 下 二
枚 の 矩 形 状 の ガ ラ ス か ら 成 る 絶 縁 基 板 ２ ２ と ２ ３ と の 間 に 液 晶 （ 図 示 せ ず ） を 封 入 し 、 上
下 の 絶 縁 基 板 ２ ２ と ２ ３ に 偏 光 板 ２ ４ 、 ２ ５ を 貼 着 し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 フ イ ル
ム 状 の 透 明 樹 脂 材 料 の 一 面 に 銀 層 の 反 射 部 ２ ６ ａ を 設 け た 反 射 部 材 ２ ６ を 、 液 晶 セ ル ２ １
の 裏 面 に 配 設 す る と 共 に 、 こ の 反 射 部 材 ２ ６ の 裏 面 に フ イ ル ム 状 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る
保 護 部 材 ２ ７ を 配 設 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル ２ １ の 正 面 で あ る 観 測 者 が 観 測
す る 面 か ら 外 光 が 液 晶 セ ル ２ １ に 入 り 、 こ の 外 光 が 反 射 部 材 ２ ６ に よ っ て 反 射 さ れ て 、 液
晶 セ ル ２ １ の 表 示 を 観 測 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 反 射 型 に お い て は 、 外 部 が
暗 く な る と 光 が 弱 い た め 、 視 認 性 が 悪 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 従 来 の 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル ２ １ が 、 上 下 二
枚 の 矩 形 状 の ガ ラ ス か ら 成 る 絶 縁 基 板 ２ ２ と ２ ３ と の 間 に 液 晶 （ 図 示 せ ず ） を 封 入 し 、 上
下 の 絶 縁 基 板 ２ ２ と ２ ３ に 偏 光 板 ２ ４ 、 ２ ５ を 貼 着 し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 下 部 の
偏 光 板 ２ ５ の 裏 面 に は 、 銀 蒸 着 か ら 成 り 、 光 を 透 過 す る こ と が 出 来 る と 共 に 光 を 反 射 で き
る 反 射 部 材 ２ ８ を 設 け 、 且 つ 、 こ の 反 射 部 材 ２ ８ に 裏 面 に は 、 光 源 で あ る Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス ） ２ ９ を 配 設 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 先 ず 、 外 周 が 明 る い 内 は 、 液 晶 セ ル ２
１ の 正 面 で あ る 観 測 者 が 観 測 す る 面 か ら 外 光 が 液 晶 セ ル ２ １ に 入 り 、 こ の 外 光 が 反 射 部 材
２ ８ に よ っ て 反 射 さ れ て 、 液 晶 セ ル ２ １ の 表 示 を 観 測 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 外
周 が 暗 く な る と 、 Ｅ Ｌ ２ ９ を 点 灯 し 、 こ の Ｅ Ｌ ２ ９ の 光 が 反 射 部 材 ２ ８ を 通 し て 液 晶 セ ル
２ １ の 表 示 を 観 測 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 半 透 過 型 に お い て は 、 Ｅ Ｌ ２ ９ か
ら の 光 が 反 射 部 材 ２ ９ を 通 過 す る た め 、 光 が 減 衰 し て 、 液 晶 セ ル ２ １ へ の 照 光 効 率 が 悪 く
、 表 示 が 見 に く い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル ２ １ が 、 上 下 二 枚
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の 矩 形 状 の ガ ラ ス か ら 成 る 絶 縁 基 板 ２ ２ と ２ ３ と の 間 に 液 晶 （ 図 示 せ ず ） を 封 入 し 、 上 下
の 絶 縁 基 板 ２ ２ と ２ ３ に 偏 光 板 ２ ４ 、 ２ ５ を 貼 着 し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 一 面 に ３
０ ０ ミ ク ロ ン 程 度 の ピ ッ チ で 凹 凸 部 を 有 し 、 ア ク リ ル 等 の 透 明 樹 脂 材 料 か ら 成 る 導 光 板 ３
０ が 、 下 部 の 偏 光 板 ２ ５ の 裏 面 に 凹 凸 部 を 位 置 さ せ て 配 設 さ れ 、 冷 陰 極 管 等 か ら 成 る 光 源
３ １ で 、 導 光 板 ３ ０ に 光 を 当 て る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 常 時 光 源 ３ １ を 点 灯 し て 光 を 導 光 板 ３ ０
に 導 き 、 導 光 板 ３ ０ の 凹 凸 部 で 光 を 液 晶 セ ル ２ １ に 通 し 、 液 晶 セ ル ２ １ の 正 面 で あ る 観 測
者 が 観 測 す る 面 か ら 液 晶 セ ル ２ １ の 表 示 を 観 測 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 透 過
型 に お い て は 、 導 光 板 ３ ０ か ら の 光 が 観 測 者 に 直 接 、 目 に 入 り 、 ギ ラ ギ ラ し た 状 態 と な り
、 表 示 が 見 に く く な る 。 ま た 、 導 光 板 ３ ０ に 設 け ら れ た 凹 凸 部 は 、 ３ ０ ０ ミ ク ロ ン 程 度 の
大 き な ピ ッ チ で あ る た め 、 観 測 者 が 表 示 を 観 測 す る 時 、 こ の 凹 凸 部 が 見 え 、 品 質 を 悪 く す
る も の で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ５ ０ ２ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 反 射 型 に お い て は 、 外 部 が 暗 く な る と 光 が 弱 い た め 、 視 認
性 が 悪 く 、 ま た 、 半 透 過 型 に お い て は 、 Ｅ Ｌ ２ ９ か ら の 光 が 反 射 部 材 ２ ９ を 通 過 す る た め
、 光 が 減 衰 し て 、 液 晶 セ ル ２ １ へ の 照 光 効 率 が 悪 く 、 表 示 が 見 に く い も の で あ っ た 。 ま た
、 透 過 型 に お い て は 、 導 光 板 ３ ０ か ら の 光 が 観 測 者 に 直 接 、 目 に 入 り 、 ギ ラ ギ ラ し た 状 態
と な り 、 表 示 が 見 に く く な る 上 に 、 導 光 板 ３ ０ に 設 け ら れ た 凹 凸 部 は 、 ３ ０ ０ ミ ク ロ ン 程
度 の 大 き な ピ ッ チ で あ る た め 、 観 測 者 が 表 示 を 観 測 す る 時 、 こ の 凹 凸 部 が 見 え 、 品 質 を 悪
く す る も の で あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 解 決 手 段 と し て 、 本 発 明 の 照 光 ユ ニ ッ ト は 、 液 晶 表 示
装 置 の 表 示 側 に 配 置 さ れ る 導 光 板 を 含 む 照 光 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 導 光 板 は 、 光 が 入 射
す る 側 面 と 、 液 晶 表 示 装 置 に 対 面 す る 第 １ の 面 部 と 、 そ れ と は 反 対 側 の 第 ２ の 面 部 と か ら
な り 、 第 1の 面 部 は 、 平 面 か ら な り 、 第 ２ の 面 部 は 、 そ の 断 面 が 不 等 辺 三 角 形 に 形 成 さ れ
る プ リ ズ ム 部 を 有 し 、 前 記 プ リ ズ ム 部 は 、 前 記 側 面 か ら 入 射 す る 光 を 前 記 液 晶 表 示 装 置 側
に 出 射 す る と 共 に 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 側 か ら の 光 を 透 過 す る 構 成 と し た 。
　 ま た 第 ２ の 解 決 手 段 と し て 、 前 記 不 等 辺 三 角 形 は 、 前 記 導 光 板 の 前 記 側 面 に 近 い 側 の 角
度 が 遠 い 側 の 角 度 よ り 小 さ い 角 度 か ら な る 構 成 と し た 。
　 ま た 、 前 記 側 面 か ら 遠 い 側 の 角 度 が ４ ０ ～ ５ ０ 度 に 形 成 さ れ て い る 構 成 と し た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 図
１ ～ 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 図 １ は 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 側 面 図 、 図 ２ は 本 発
明 の 照 光 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 導 光 板 の 一 部 の 平 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 の 照 光 ユ ニ ッ ト を 構 成
す る 導 光 板 の 一 部 の 側 面 図 、 図 ４ は 本 発 明 の 照 光 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 導 光 板 の 要 部 の 拡 大
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル １ が 、 上 下
二 枚 の 矩 形 状 の ガ ラ ス か ら 成 る 絶 縁 基 板 ２ と ３ と の 間 に 液 晶 （ 図 示 せ ず ） を 封 入 し 、 上 下
の 絶 縁 基 板 ２ と ３ に 偏 光 板 ４ 、 ５ を 貼 着 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 反 射 部 材 ６ は 、 フ イ
ル ム 状 の 透 明 樹 脂 材 料 の 一 面 に 銀 層 か ら 成 る 反 射 部 ６ ａ を 設 け て 形 成 さ れ 、 こ の 反 射 部 材
６ は 、 液 晶 セ ル １ の 裏 面 に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 反 射 部 材 ６ は 、 絶 縁 基 板 ２ と ３ と の 間
に 介 在 さ せ 、 液 晶 セ ル １ の 内 側 に 設 け て も 良 く 、 こ の 場 合 、 偏 光 板 ５ は 不 要 と な る 。 ま た
、 こ の 反 射 部 材 ６ は 、 図 ６ で 示 し た よ う に 、 下 部 の 偏 光 板 ５ の 裏 面 に 、 銀 層 か ら 成 る 反 射
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部 を 設 け て 反 射 部 材 を 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 フ イ ル ム 状 の プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 保 護 部
材 ７ を 有 し 、 こ の 保 護 部 材 ７ が 反 射 部 材 ６ の 裏 面 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル １ の 正 面 側 に 配 設 さ れ た 本 発 明 に 係 る 照 光 ユ ニ ッ ト を
構 成 す る 導 光 板 ８ と 、 導 光 板 ８ の 近 傍 に 配 設 さ れ た 冷 陰 極 管 等 か ら 成 る 光 源 ９ を 備 え て い
る 。
　 そ し て 、 こ の 導 光 板 ８ は 、 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 光 源 ９ が 配 設 さ れ る 側 に 位 置 す る
側 部 （ 側 面 ） ８ ａ を 基 準 と し て 、 そ の 表 面 で あ る 一 方 の 面 （ 第 ２ の 面 部 ） に は １ ～ １ ０ ０
ミ ク ロ ン の ピ ッ チ Ｐ で 、 三 角 状 で 山 形 形 状 の 凸 部 ８ ｂ と 平 坦 部 ８ ｃ と か ら 成 る 微 細 な 凹 凸
部 ８ ｄ が 形 成 さ れ 、 凹 凸 部 ８ ｄ の 反 対 面 で あ る 他 方 の 面 （ 第 １ の 面 部 ） に は 、 平 ら な 平 滑
面 ８ ｅ と な っ て い る 。
　 更 に 、 凹 凸 部 ８ ｄ の 凸 部 （ プ リ ズ ム 部 ） ８ ｂ は 、 側 部 ８ ａ と 略 平 行 な 線 Ｓ に 沿 っ て 形 成
さ れ る と 共 に 、 こ の 凸 部 ８ ｂ の 平 坦 部 ８ ｃ か ら の 高 さ Ｈ は 、 光 源 ９ が 配 置 さ れ る 側 の 側 部
８ ａ か ら 遠 く な る に 従 っ て 順 次 高 く し て あ り 、 光 源 ９ か ら の 距 離 の 遠 近 に よ る 光 量 バ ラ ツ
キ を 防 止 し て い る 。
　 更 に 、 三 角 状 の 山 形 形 状 の 凸 部 ８ ｂ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 凸 部 ８ ｂ の 頂 点 に お け る 導
光 板 ８ の 平 滑 面 ８ ｅ と 平 行 な 線 Ｔ と 凸 部 ８ ｂ の 傾 斜 と で な す 角 度 Ｋ １ 、 Ｋ ２ に お い て 、 光
源 ９ 側 で 側 部 ８ ａ か ら 近 い 側 の 角 度 Ｋ １ が ２ ． ５ ～ ８ 度 、 光 源 ９ 側 で 側 部 ８ ａ か ら 遠 い 側
の 角 度 Ｋ ２ が ４ ０ ～ ５ ０ 度 に 形 成 し て 、 導 光 板 ８ か ら の 光 の 液 晶 セ ル １ へ の 導 出 を 良 く し
て い る 。
　 即 ち 、 前 記 凸 部 ８ ｂ は 、 光 源 ９ の 光 が 入 光 す る 側 部 ８ ａ か ら 近 い 側 の 角 度 Ｋ １ が 側 部 ８
ａ か ら 遠 い 側 の 角 度 Ｋ ２ よ り 小 さ い 不 等 辺 三 角 形 に 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 こ の 導 光 板 ８ は 、 平 滑 面 ８ ｅ を 液 晶 セ ル １ 側 に 位 置 さ せ た 状 態 で 配 設 さ れ た 構
成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 先 ず 、 外 周 が 明 る い 内 は 、 導 光 板 ８ を 通 し
て 液 晶 セ ル １ の 正 面 で あ る 観 測 者 が 観 測 す る 面 か ら 外 光 が 液 晶 セ ル １ に 入 り 、 こ の 外 光 が
反 射 部 材 ６ に よ っ て 反 射 さ れ て 、 導 光 板 ８ を 通 し て 液 晶 セ ル １ の 表 示 を 観 測 す る よ う に な
っ て い る 。 そ し て 、 外 周 が 暗 く な る と 、 光 源 ９ を 点 灯 し 、 こ の 光 源 ９ の 光 を 導 光 板 ８ の 凹
凸 部 ８ ｄ で 液 晶 セ ル １ 側 に 導 出 し 、 こ の 光 を 反 射 部 材 ６ で 反 射 さ せ 、 導 光 板 ８ を 通 し て 液
晶 セ ル １ の 表 示 を 観 測 す る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 導 光 板 ８ か ら 出 た 極 め て 明 る
い 光 は 、 反 射 部 材 ６ 側 に 導 出 さ れ る た め 、 観 測 側 で あ る 正 面 で は 、 ギ ラ ギ ラ 感 の 無 い 状 態
で 表 示 を 見 る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 導 光 板 ８ の 凹 凸 部 ８ ｄ の 間 に 平 坦 部 ８ ｃ を 設 け る こ と
に よ り 、 平 坦 部 ８ ｃ を 通 し て 正 面 か ら の 表 示 が よ り 見 や す く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル １ の 裏 面 、 又 は 内 側 に 反 射 部 材 ６ を 配 設 す る と 共 に 、
液 晶 セ ル １ の 正 面 に 、 平 滑 面 ８ ｅ を 液 晶 セ ル １ 側 に 位 置 さ せ た 状 態 で 本 発 明 に 係 る 導 光 板
８ を 配 設 し た も の で あ る た め 、 外 周 が 明 る い 時 は 外 光 に よ っ て 液 晶 セ ル １ の 表 示 を 見 る こ
と が 出 来 、 ま た 、 外 周 が 暗 く な る と 、 光 源 ９ か ら の 光 を 、 正 面 の 導 光 板 ８ を 通 し て 反 射 部
材 ６ に 当 て る た め 、 光 が 従 来 に 比 し て 減 衰 す る こ と が な く 、 表 示 の 見 や す い 装 置 を 提 供 で
き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 導 光 板 ８ を 正 面 に 配 設 し た た め 、 導 光 板 ８ か ら 出 た 極 め て 明 る い 光
は 、 反 射 部 材 ６ 側 に 導 出 さ れ る た め 、 観 測 側 で あ る 正 面 で は 、 ギ ラ ギ ラ 感 の 無 い 状 態 で 表
示 を 見 る こ と が 出 来 る 装 置 を 提 供 で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 導 光 板 ８ の 凹 凸 部 ８ ｄ が １ ～ １ ０ ０ ミ ク ロ ン と 小 さ い ピ ッ チ Ｐ で 形
成 さ れ て い る た め 、 正 面 か ら 凹 凸 部 ８ ｄ が 見 え な く な り 、 品 質 の 高 い 装 置 を 提 供 で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 導 光 板 ８ の 凹 凸 部 ８ ｄ の 凸 部 ８ ｂ を 、 側 部 ８ ａ と 略 平 行 な 線 Ｓ に 沿
っ て 三 角 状 の 山 形 形 状 に 形 成 し た た め 、 光 源 ９ か ら の 光 を 効 率 よ く 液 晶 セ ル １ 側 に 導 出 で
き て 、 表 示 の 見 や す い 装 置 を 提 供 で き る 。
　 ま た 、 凹 凸 部 ８ ｄ の 間 に 平 坦 部 ８ ｃ を 設 け た た め 、 液 晶 セ ル １ の 正 面 か ら の 表 示 が よ り
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鮮 明 に 見 や す い 装 置 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 照 光 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 導 光 板 の 一 部 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 照 光 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 導 光 板 の 一 部 の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 照 光 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 導 光 板 の 要 部 の 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 反 射 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 半 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ … 液 晶 セ ル 、 ２ 、 ３ … 絶 縁 基 板 、 ４ 、 ５ … 偏 光 板 、 ６ … 反 射 部 材 、 ６ ａ … 反 射 部 、 ７
… 保 護 部 材 、 ８ … 導 光 板 （ 照 光 ユ ニ ッ ト ） 、 ８ ａ … 側 部 （ 側 面 ） 、 ８ ｂ … 凸 部 、 ８ ｃ … 平
坦 部 、 ８ ｄ … 凹 凸 部 （ プ リ ズ ム 部 ） 、 ８ ｅ … 平 滑 面 （ 第 １ の 面 部 ） 、 ９ … 光 源
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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